
　　　　

2025 年 3 月 1 日

10 時 0 分から 16 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 児童発達支援センターおひさま 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念 ひとりのいのちにみんなで寄り添う

支援方針

『療育は丁寧な子育て』を合言葉に子ども一人ひとりの個性・主体性・可能性を考えながら、一つずつ丁寧に関わるように心がけていきます。将来、個々の力に合わせた自立が出来るよ
う①自己コントロールする力②人とやりとりする力③社会で生きていく力の3本柱を軸とし、それを達成するための療育を実施していきます。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

・健康状態の維持と改善（保護者、園との健康観察の引継ぎ。児童自身の体調の発信の仕方）　　　　　　　　　　　　　　【sstプログラム・感覚統合プログラム・運動プログラム
・生活習慣や生活リズムの形成（生活リズム・衣類の調整・室温の意識・病気の予防・食を営む力の育成　　　　　　　　　制作プログラム・調理プログラム・給食を通して食育】
・基本的生活スキルの獲得（基本的技能の獲得・生活環境の調整）
・構造化等による生活環境の調整　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             お集りの時に健康チェックをする。自分の体調について発信する。

・姿勢と運動・動作の基本的技能の向上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【感覚統合を基にした運動プログラム・制作プログラム
・姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調理プログラム・外出プログラム・個別運動プログラム
・身体の移動能力の向上（社会的な場面における移動能力の向上）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イヤーマフ・クッションマット等の活用
・感覚統合　　・感覚補助、代行手段の活用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調理プログラム・手指トレーニング】

・認知特性の理解と対応　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【SSTプログラム・感覚統合を基にした運動プログラム
・外部環境の適切な認知と適切な行動の習得　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外出プログラム・学習・マルシェや夏祭り等の行事への参加
・行動障がいへの予防及び対応　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調理プログラム】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人との交流を通して、自己理解と他者理解が出来るように支援する

・コミュニケーションの基礎的能力の向上　・言語の受容と表出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【sstプログラム・運動プログラム・調理プログラム
・人との相互作用によるコミュニケーション能力の獲得　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外出プログラム・学習
・コミュニケーション手段の選択と活用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マルシェ・夏祭りでの異年齢交流・個別言語療育】
・状況に応じたコミュニケーション　　　　・読み書き能力の向上

・アタッチメントの形成と安定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【SSTプログラム・運動プログラム
・情緒の安定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外出プログラム・調理プログラム
・他者との関わり　　　　　　　　　　　・自己の理解と行動の調整　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マルシェや夏祭りに参加し、異年齢交流・地域交流をする】
・遊びを通じた社会性の促進　　　　　　・仲間作りと集団への参加

主な行事等

放課後等デイサービスのクラスと「夏祭り」を開催し異年齢交流をする。
拠点施設の「マルシェ」に家族で参加し、家族と共に地域交流をする。
町内の社会資源の利用（図書館・公園など）

家族支援

親子関係や家庭生活を安定・充実させ子どもの「育ち」や「暮らし」の安定・
充実につながるよう支援する。幼児期における家族の孤立感を軽減する早期支
援。家族の困り事に信頼関係を基本に寄り添い支援する。

移行支援

同年代の子どもをはじめとした地域における仲間作りを図っていく。移行
先への移行に向けた支援をする。子どものライフステージの切り替えを見
据えた具体的な準備をする。併用利用先との情報共有をする

地域支援・地域連携

子どもの育ちや家庭生活の支援に関わる保健・医療・福祉・教育などの関係機
関や他の療育事業所と連携して支援する。子どものライフステージに応じた切
れ目のない支援と関係者間の連携を大切にする。

職員の質の向上

熊本県社会福祉協議会主催の研修・知的障がい者施設職員研修会
児発管研修・接遇マナー研修・サポーターズカレッジ研修
OTと心理師による定期的な実践研修・動作法研修（1回／月）


